
日本基督教団 八ヶ岳教会 主日礼拝  NO.1188   2021 年 9 月 5 日 

牧師  山本護      奏楽 山本恵美     第一部礼拝  司式  露木淳司    9:30~10:30 

※讃美歌は二番までうたいます            第二部礼拝   司式  斉藤美沙子  11:00~12:00                                                            

前  奏 黙想 

讃 美 歌  11 あめつちにまさる 

祈  禱 

信仰告白 使徒信条 566 

聖  書 イザヤ書 6:3~8 

   コリントの信徒への手紙一 5:12 

讃 美 歌 85 主のまことは 

説  教 『 聖なる私にされる 』 

祈  禱 

讃 美 歌  66 聖なる、聖なる  

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 542 世をこぞりて 

祝  禱   後  奏        

 大きさと尾羽の形から、おそらくオオタカだろう。その爪で蛇をダラリと掴んで飛び去っていった。

あんなに高く旋回していたのに、よくも草間を這う蛇を見つけたものだ。文字通り世界を鳥瞰図とし

て見渡し、その刹那、微細な一点めがけて急降下して地の獲物を捕らえる、驚くほど高性能な視力。

聖書を読むためにも、文脈を広く見渡すことと、御言葉を焦点絞って掘り下げることが必要なのか。 

「外部の人々を裁くことは、わたしの務めだろうか。内部の人々をこそ、あなたがたは裁くべきで

はないか(Ⅰｺﾘﾝﾄ 5:12)」。「内部の人」とは、教会内の不道徳者たち(5:11)。「外部の人」とは教会外の

人々のこと(5:10)。今日通俗的に、キリスト者ではない外部の人を「まだ救われていない」とし、洗

礼を受けた内部の者を「救われた」と言ったりするが、ここで注目すべきは「救われた」者への裁き。 

コリントの教会では、世間一般よりも不道徳が蔓延し(5:1)、内部の党派争いは実にあからさまだっ

た(1:11~13)。ところが、そんな堕落したキリスト者に対して、この手紙は「キリスト・イエスによっ

て聖なる者とされた人々、召されて聖なる者とされた人々(1:2)」と呼びかける。「聖なる」とは何か。 

 イザヤは、天高く座している主を幻視し(ｲｻﾞﾔ 6:1)、複数の天使セラフィムが呼び交わす声を聞いた。

「聖なる、聖なる、聖なる万軍の主。主の栄光は、地をすべて覆う(6:3)」。旧約学者は「聖なる」の

原意を「分離」と説明し、ヘブライ語の「聖=qodesu」はメソポタミアのアッカド語「輝き=qadasu」

に由来する、と教えてくれる。「聖なる」とは、人間と分離された、「主の輝き」のことなのか。 

 「主の輝き」と分離されている私たちは、「聖」にはなれないのか。輝く主に対して、人間として生

きているイザヤは己自身を告発する。「災いだ。わたしは滅ぼされる。わたしは汚れた唇の者。汚れた

唇の民の中に住む者(6:5)」。また六百年後のコリント教会も「汚れた唇の民」として裁かれ、滅ぼさ

れてもしかたない集団であった。ところが天使は、落胆したイザヤの口に祭壇の炭火を付ける(6:6~7)。 

 「見よ、これがあなたの唇に触れたので、あなたの咎は取り去られ、罪は赦された(6:7)」。「唇」が、

罪の「言葉」を発する部位であることは印象的。罪が赦されたイザヤは、神の言葉を取次ぐ「唇」と

して自ら立つ者となる。「わたしがここにおります。わたしを遣わしてください(6:8)」。実に興味深い。

罪を伴う人間の言葉で、「主の輝き」を言い表す。裁かれるべき罪人が、赦されて神の証人となる。 

 「聖なる」イメージを思い巡らせていたら、コリントの教会の罪深い実情を見せられ、そこからイ

ザヤが預言者として立てられる場面へと遡った。「聖なる」御言葉を踏み石として大股で渡ったので、

再び御言葉の一点に集中したい。あの猛禽が俗なる地上に一点の「命」を見つけて急降下したように。 

 「外部の人々を裁くことは、わたしの務めだろうか。内部の人々をこそ、あなたがたは裁くべきで

はないか(Ⅰｺﾘﾝﾄ 5:12)」。「内部の人々」とは教会だが、預言者イザヤが「汚れた唇の民の中に住む者

(ｲｻﾞﾔ 6:5)」として己自身を裁いたように、裁きをもっとも内部の私自身に向けよう。聖霊は私を火の

浄めをもって赦し(6:7)、キリストによる聖なる者にして下さる(Ⅰｺﾘﾝﾄ 1:2)。十字架の言葉で(1:18)。 

敵対者を裁くことは易しい 身内への裁きは難しい 己自身を偽りなく裁くには十字架で抱えて下

さるキリストが必要 形ばかりの謙遜は十字架からずり堕ちる 善悪ではなく真偽が問われるのだ 

本日礼拝後に役員会を開きます。9/11(土)1:30～3:00 聖書研究会、どなたでも気軽にご参加下さい。 

牧師の動き:9/8 山梨 YMCA で聖書のお話し、9/13 甲府での聖研(YMCA)、9/15 刑務所で個別教誨。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


